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2006年鳳来アレイによる土岐ACROSS信号の解析

Analysis of ACROSS signal from Toki using Horai seismometer array in 2006
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　 ACROSSは周波数、位相、振幅を精密に制御した弾性波信号を定常的に送受信することにより地下の弾性的な構造
と状態の変化を能動的に監視するシステムである。
岐阜県土岐市東濃鉱山に設置された ACROSS震源から送られた地震波信号を、2006年 6月下旬から 12月中旬までの

約 6ヶ月間にわたって、愛知県新城市 (鳳来)に設置した地震計アレイで観測し、解析した。過去に Soma(2007)では、同
様に鳳来において 2004年秋から 10ヶ月間アレイ観測および解析を行い、モホ面、プレート境界など地下深部からの反射
波と思われる波群を捕らえ、それらの時間変化について検討した。本研究では、2006年 6月から 2006年 12月まで鳳来
に設置された地震計アレイで得られたデータを解析を行った。また 2005年の鳳来地震計アレイのデータの再解析を行っ
た。

ACROSS信号は FM変調周波数が 9.01 Hz～22.01 Hz、FM変調周期が 50 sである。地震計アレイは南北 2 km、東西
1 kmの範囲で設置された 11個の地震計で構成されている。Soma (2007)の地震計アレイとは使用した地震計が異なるほ
か、アレイの展開や設置場所が多少異なっている。データを回収し、アクロス信号とノイズを分離するために、6ヶ月間
の記録をフーリエ変換し周波数領域でスタッキング (足し合わせ)した。抽出したアクロス信号を震源関数で除算して伝
達関数を得た。これを逆フーリエ変換し時間領域の伝達関数を求め、座標変換により視線方向および接線方向の伝達関
数を得た。さらに、初動の立ち上がりが明瞭な自然地震を用いて、地震計周辺の局所的な不均質の影響を補正した。伝
達関数のアレイ記録にセンブランス解析 (Neidell and Taner,1971)を行い、最大センブランス値を与える入射角と方向角、
スローネスの組み合わせをグリッドサーチにより推定した。
　 2005年と 2006年のアレイの伝達関数が非常によく一致した。また、センブランス解析の結果も良く一致した。こ

の結果は ACROSS信号の再現性を示し、地表でのアレイ観測が十分良いものであることを示す。また、伝達関数とセン
ブランスパネルにおける主なフェーズが ACROSS信号であり、それは観測期間内で安定したものであることを意味する。
各波群の変化を解析し、その結果を報告する予定である。
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